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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2013年９月18日から2028年９月19日までです。
運 用 方 針 信託財産の成長を図ることを目的として、積極的な運用を行

います。
主要投資対象 わが国の株式を主要投資対象とします。また、外国為替予約

取引等を活用します。

運 用 方 法

主として今後値上がりが期待できる国内の新興企業（＊）への
投資を通じて、中長期的な信託財産の成長を目的として、積
極的な運用を行います。
（＊）当ファンドにおいて新興企業とは、優れた経営者のも

とで新しいビジネスモデルや経営戦略を果断に実行し
付加価値の高い新商品を積極的に市場に投入するなど
して、企業価値を増大させている（または今後の増大
が期待できる）と委託会社が考える企業をさします。

徹底した企業分析、銘柄調査によって新興企業を厳選し、投
資します。
トップダウンアプローチにより現在の相場局面（リスクオ
ン・オフ等）を判断し、これに応じた最適と考えられる業種
や銘柄とその投資比率を決定します。
株式の組入比率は、原則として高位を維持しますが、相場急
落時等には、一時的に実質組入比率を下げる場合がありま
す。
円建て資産に対して、原則として円売り米ドル買いの為替取
引を行い、米ドルの対円での為替益を追及します。為替取引
を行うにあたっては、外国為替予約取引等を活用します。
純資産総額に対する円売り米ドル買いの為替取引の時価比率
は、原則として高位を維持します。

組 入 制 限 株式への投資割合には制限を設けません。
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。

分 配 方 針

決算日（原則として９月17日。休業日の場合は翌営業
日。）に、経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を
含みます。）等の全額を分配対象額とし、基準価額水準、市
況動向等を勘案して、分配金額を決定します。ただし、分配
対象額が少額の場合は分配を行わない場合があります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「ＤＩＡＭ新興企業日本株オー
プン　米ドル型」は、2023年９月19日
に第10期の決算を行いました。ここ
に、運用経過等をご報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

ＤＩＡＭ新興企業日本株オープン 米ドル型

運 用 報 告 書（全体版）
第10期<決算日2023年９月19日>
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1－　　－

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
６期（2019年９月17日） 11,849 0 △13.0 90.6 8.8 11,606
７期（2020年９月17日） 13,602 700 20.7 95.4 1.1 9,907
８期（2021年９月17日） 17,028 1,000 32.5 93.9 1.0 10,198
９期（2022年９月20日） 15,823 0 △7.1 71.3 12.0 8,161
10期（2023年９月19日） 17,094 1,700 18.8 89.9 9.2 7,833
（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注３）当ファンドのコンセプトに適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指標を定めておりません。
（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

■当期中の基準価額の推移

年 月 日 基 準 価 額 株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2022 年 ９ 月 20 日 15,823 － 71.3 12.0

９ 月 末 15,330 △3.1 70.3 11.9
10 月 末 16,629 5.1 71.8 11.8
11 月 末 16,173 2.2 80.7 12.7
12 月 末 14,866 △6.0 84.9 11.9

2023 年 １  月  末 15,299 △3.3 85.7 11.6
２ 月 末 15,681 △0.9 82.9 11.6
３ 月 末 15,396 △2.7 84.7 11.7
４ 月 末 16,039 1.4 84.9 11.6
５ 月 末 17,133 8.3 82.7 11.4
６ 月 末 18,934 19.7 83.3 11.2
７ 月 末 18,320 15.8 87.5 10.7
８ 月 末 19,049 20.4 86.1 10.4

（期　末）
2023 年 ９ 月 19 日 18,794 18.8 89.9 9.2

（注１）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2022年９月21日から2023年９月19日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　海外投資家の積極的な日本株買いや、為替市場での円安進行などを背景に国内株式市場が上昇したこ
とに加え、ｉｓｐａｃｅやメドレーなどの銘柄がプラスに寄与したことなどから基準価額は上昇しまし
た。

投資環境
　期初は、日米の金融政策を巡る動向に左右され、
一進一退の展開が続きました。期の後半は、海外
投資家の積極的な日本株買いや、為替市場での円
安進行、コロナ禍からの経済再開が進んだことな
どを背景に堅調な推移となりました。

　為替市場では、米ドル高円安が進みました。期
の前半は、米国などでインフレ鎮静化の兆しが生
じたため、円高基調となりました。期の後半は、
米国の金融当局が複数回の政策金利引き上げを実
施した一方で、日銀が金融緩和策を維持したこと
で金利差が拡大したことや、米国の景気後退懸念
が後退したことなどから円安が進みました。
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ポートフォリオについて
　銘柄選択については、独力で成長を遂げると考える企業を中心に投資しました。食料品、電気機器な
どのウェイトを引き上げた一方で、バリュエーションとリスク管理の観点からその他製品、金属製品な
どのウェイトを引き下げました。

【運用状況】（注１）組入比率は純資産総額に対する割合です。
（注２）業種は東証33業種分類によるものです。

○組入上位10業種
期首（前期末）
No. 業種 組入比率
１ サービス業 21.4％
２ 情報・通信業 18.6
３ 電気機器 6.8
４ 小売業 6.1
５ 精密機器 4.0
６ 医薬品 2.7
７ 不動産業 2.7
８ 銀行業 2.4
９ 空運業 1.7
10 その他製品 1.3

期末
No. 業種 組入比率
１ サービス業 27.1％
２ 情報・通信業 22.8
３ 電気機器 9.2
４ 小売業 7.2
５ 精密機器 4.3
６ 銀行業 3.6
７ 不動産業 3.5
８ 医薬品 2.9
９ 空運業 2.1
10 証券、商品先物取引業 2.1

○組入上位10銘柄
期首（前期末）
No. 銘柄名 通貨 比率
１ パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 日本・円 5.3％
２ エイチ・アイ・エス 日本・円 4.7
３ エムスリー 日本・円 4.5
４ メドレー 日本・円 4.4
５ 島津製作所 日本・円 3.4
６ サイバーエージェント 日本・円 3.1
７ ペプチドリーム 日本・円 2.6
８ リゾートトラスト 日本・円 2.5
９ りそなホールディングス 日本・円 2.4
10 ビジョナル 日本・円 2.3

組入銘柄数 121銘柄

期末
No. 銘柄名 通貨 比率
１ パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 日本・円 6.1％
２ メドレー 日本・円 4.6
３ ｉｓｐａｃｅ 日本・円 4.0
４ 島津製作所 日本・円 3.7
５ エイチ・アイ・エス 日本・円 3.7
６ りそなホールディングス 日本・円 3.6
７ エムスリー 日本・円 2.9
８ ペプチドリーム 日本・円 2.7
９ リゾートトラスト 日本・円 2.5
10 リクルートホールディングス 日本・円 2.4

組入銘柄数 115銘柄
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分配金
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、以下の表の通りとさせていただきました。な
お、収益分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

今後の運用方針
　株式市場において全般にバリュエーション調整がすすんだことから、株価の上値余地が拡大してきた
ものと考えます。投資妙味のある銘柄を見極めて、中長期にわたり高成長する銘柄のオーバーウェイト
を継続することに加え、来期業績の大幅回復が見込め、かつ割安感の生じた銘柄の発掘を行うことによ
り運用パフォーマンスの向上を図ります。

項目
当期

2022年９月21日
～2023年９月19日

当期分配金（税引前） 1,700円
対基準価額比率 9.05％
当期の収益 1,700円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 7,093円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。
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■１万口当たりの費用明細

項目

第10期

項目の概要（2022年９月21日
～2023年９月19日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 288円 1.733％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は16,603円です。

（投信会社） (137) (0.823) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (137) (0.823) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） ( 15) (0.088) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) 売買委託手数料 3 0.016 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料

（株式） (  2) (0.015)
（先物・オプション） (  0) (0.002)

(ｃ) その他費用 1 0.005 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（監査費用） (  0) (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用
（その他） (  1) (0.004) その他は、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 291 1.754
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.74％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

運用管理費用
（投信会社）
0.83％

運用管理費用
（販売会社）
0.83％

その他費用
0.01％

運用管理費用
（受託会社）
0.09％

総経費率
1.74％
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■売買及び取引の状況（2022年９月21日から2023年９月19日まで）
(1) 株　式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円
国 内 上 場 1,155.7 1,615,896 583.8 979,707(70.7) (－)

（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は、株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

(2) 先物取引の種類別取引状況

種 類 別 買 建 売 建
新 規 買 付 額 決 済 額 新 規 売 付 額 決 済 額

国
内

百万円 百万円 百万円 百万円
株 式 先 物 取 引 3,807 4,288 － －

（注）金額は受渡代金です。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 2,595,603千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 6,537,863千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 0.39

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。
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■利害関係人との取引状況等（2022年９月21日から2023年９月19日まで）
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 1,615 393 24.3 979 360 36.8

(2) 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券

種 類 当 期
買 付 額

百万円
株 式 163

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。

(3) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 1,288千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 325千円

(Ｂ)／(Ａ) 25.3％

CC_23036595_04_ostOne_DIAM新興企業日本株O米ドル型_1万口.indd   8 2023/10/31   16:13:27



9－　　－

■組入資産の明細
(1) 国内株式

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
建設業（0.6％）
ライト工業 20 20 41,440
食料品（1.1％）
ユーグレナ 10.8 13.3 10,773
ベースフード － 81.1 57,418
サンクゼール － 2.4 8,988
医薬品（3.3％）
そーせいグループ 6.6 6.6 10,599
ペプチドリーム 127.7 129.4 214,415
ヘリオス 9 － －
セルソース 0.1 2.5 5,567
坪田ラボ 0.1 － －
金属製品（0.5％）
リンナイ 4.4 13.2 37,375
機械（0.6％）
日本製鋼所 11.9 11.9 36,068
ＪＲＣ － 10.6 7,653
ＣＫＤ 0.1 0.1 212
ＴＨＫ 0.1 － －
電気機器（10.2％）
ニデック 0.1 － －
ダイヘン － 1.4 7,364
ソニーグループ 13.3 13.3 170,306
アルプスアルパイン 19.5 3.1 4,020
アドバンテスト 0.1 0.1 1,595
キーエンス 0.2 0.2 11,522
シスメックス 15 14 107,548
ローム 1 5.8 66,033
浜松ホトニクス 14.2 14.2 93,734
新光電気工業 5.5 6.3 36,836
太陽誘電 0.1 － －
村田製作所 5.8 3.4 28,111
ＳＣＲＥＥＮホールディングス 0.1 3.4 47,379
東京エレクトロン 2.3 6.9 143,175
輸送用機器（0.0％）
ＳＵＢＡＲＵ 0.1 － －
ヤマハ発動機 0.1 0.1 412
精密機器（4.8％）
日機装 0.1 － －
島津製作所 71 70 290,640
ナカニシ － 1.2 4,440
トプコン 6 5.5 9,696
ＨＯＹＡ 3 2 32,190
その他製品（0.8％）
イーディーピー 0.1 － －

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ピジョン 51.1 33.9 57,409
海運業（－％）
日本郵船 0.1 － －
空運業（2.3％）
ＡＮＡホールディングス 49.4 49.4 161,340
倉庫・運輸関連業（－％）
三井倉庫ホールディングス 0.1 － －
情報・通信業（25.5％）
出前館 7.2 － －
グリー 32.6 － －
アイスタイル 27.7 43.3 21,130
じげん － 8.7 4,837
セレス 36.2 39.7 38,469
ＧＭＯペイメントゲートウェイ 0.1 － －
インターネットイニシアティブ 5.1 10.2 24,933
ＧＭＯグローバルサイン・ホールディングス 2.1 2.1 5,861
クラウドワークス 23.9 15.4 20,790
チェンジホールディングス 14.7 48 91,104
ユーザベース 44.4 － －
ＰＫＳＨＡ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 6.6 4.3 12,091
マネーフォワード 5.5 6.2 31,855
カラダノート 0.1 0.1 72
ニューラルグループ 0.1 0.1 111
プラスアルファ・コンサルティング 0.1 － －
プレイド 15.7 － －
ヤプリ 9.2 8.9 11,481
ＥＮＥＣＨＡＮＧＥ 10.8 26.6 30,723
スパイダープラス 2.9 2.6 1,692
ビジョナル 21.3 16.6 126,658
サインド 1.1 0.9 708
サスメド － 3.2 4,899
セキュア 0.1 － －
セーフィー 11.4 36.6 30,378
くふうカンパニー 1.2 1.1 379
ＣＩＮＣ 0.9 0.8 609
ラクスル 39.7 71 99,258
メルカリ 18.2 － －
チームスピリット 7.1 2 840
フレクト 0.1 － －
Ｆｉｎａｔｅｘｔホールディングス 33.3 58.4 37,376
スマレジ 15.2 32.5 83,590
カオナビ 9.9 5.6 12,437
Ｓａｎｓａｎ 89.3 99.4 132,351
ＣＨＡＴＷＯＲＫ 3.5 23.3 22,391
ＨＥＮＮＧＥ 30.5 47.4 48,253
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銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ＢＡＳＥ 46.3 106.2 34,939
フリー － 30.5 92,872
マクアケ 2.8 2.6 2,555
メドレー 125.9 72.3 357,885
スペースマーケット 11.8 － －
フューチャー 14 14 20,594
大塚商会 21.1 21.1 129,912
デジタルガレージ 17.9 17.9 67,035
ＡＮＹＭＩＮＤ　ＧＲＯＵＰ － 25.5 23,868
ヌーラボ 2.5 2.7 2,332
ＵＮＥＲＲＹ 0.3 － －
ＥＷＥＬＬ 0.9 0.9 3,276
スマートドライブ － 7.9 17,182
ＮＯＴＥ － 2.7 1,366
Ａｒｅｎｔ － 0.1 506
エコナビスタ － 9.3 26,198
ネットスターズ － 2.3 3,335
ＫＡＤＯＫＡＷＡ 0.1 － －
ソフトバンクグループ 17.5 17.5 113,697
卸売業（0.6％）
双日 3.8 － －
フーディソン － 25.6 42,956
小売業（8.0％）
ツルハホールディングス 3 3 31,095
クラシコム 19.1 22.1 31,669
ＨＹＵＧＡ　ＰＲＩＭＡＲＹ　ＣＡＲＥ 0.1 － －
パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 161 154 477,554
ユナイテッドアローズ 9.9 9.9 20,245
いつも 0.3 － －

銀行業（4.0％）
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 0.1 0.1 132
りそなホールディングス 354.4 320 280,768
三井住友フィナンシャルグループ 0.1 － －

証券、商品先物取引業（2.3％）
ＧＭＯフィナンシャルホールディングス 9 9 6,948
ＳＢＩホールディングス 18.5 39 130,884
マネックスグループ 66.8 39.5 23,068
保険業（1.2％）
ライフネット生命保険 46 83.7 82,277
その他金融業（0.2％）
ネットプロテクションズホールディングス 24.4 40.2 15,758

不動産業（3.9％）
いちご 228.6 228.6 74,752
ツクルバ 19.4 19.5 20,728
ＳＲＥホールディングス 2.4 16 50,480
東急不動産ホールディングス 51.1 39.1 38,392
ティーケーピー － 2.7 7,368
ＧＡ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ － 9.2 10,598

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
パーク２４ 26.2 25.5 51,573
ＰＲＯＰＥＲＴＹ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＩＥＳ － 0.4 720
東京建物 15.2 10.7 23,331
サービス業（30.1％）
パーソルホールディングス 62 61 152,744
新日本科学 － 29.3 54,644
ベネフィット・ワン 21.1 21.1 23,864
エムスリー 85.5 79.9 224,878
インフォマート － 7 3,311
ラウンドワン 6.1 － －
リゾートトラスト 86 84 195,594
サイバーエージェント 196 188 155,776
エン・ジャパン 0.1 － －
アドベンチャー 10.1 30.9 171,186
ベクトル － 16.4 21,254
リクルートホールディングス 39.6 37.7 190,837
ＡＩＡＩグループ 0.2 － －
フォースタートアップス 0.4 0.4 765
グッドパッチ 0.5 － －
ＲＥＴＴＹ 11.3 － －
シーユーシー － 63.8 150,185
ＧＥＮＤＡ － 67.1 169,830
トリドリ － 0.2 517
ｉｓｐａｃｅ － 211.2 314,265
ＡＶｉＣ 0.3 0.5 350
エアークローゼット 6.2 6.2 2,560
エイチ・アイ・エス 172 161.1 286,113
共立メンテナンス 0.1 0.1 633
藤田観光 0.1 0.1 513

千株 千株 千円

合 計 株 数 ・ 金 額 2,995 3,637.6 7,038,234
銘柄数<比率> 121銘柄 115銘柄 <89.9％>

（注１）銘柄欄の（　）内は、期末の国内株式評価総額に対する各業
種の比率です。

（注２）合計欄の<　>内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率
です。

（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。

(2) 先物取引の銘柄別期末残高

銘 柄 別 当 期 末
買 建 額 売 建 額

国
内

百万円 百万円
T O P I X 723 －
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2023年９月19日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 17,001,666,122円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 1,263,896,232
株 式(評価額) 7,038,234,540
未 収 入 金 8,686,085,750
未 収 配 当 金 4,089,600
差 入 委 託 証 拠 金 9,360,000

(Ｂ) 負 債 9,168,566,441
未 払 金 8,316,508,770
未 払 収 益 分 配 金 779,012,865
未 払 解 約 金 1,802,431
未 払 信 託 報 酬 71,178,493
そ の 他 未 払 費 用 63,882

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 7,833,099,681
元 本 4,582,428,620
次 期 繰 越 損 益 金 3,250,671,061

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 4,582,428,620口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,094円

（注）期首における元本額は5,157,642,133円、当期中における追加
設定元本額は1,473,726円、同解約元本額は576,687,239円で
す。

■損益の状況
当期　自2022年９月21日　至2023年９月19日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 65,099,942円

受 取 配 当 金 65,533,945
受 取 利 息 12,611
そ の 他 収 益 金 334,399
支 払 利 息 △781,013

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 1,215,966,426
売 買 益 3,411,332,381
売 買 損 △2,195,365,955

(Ｃ) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 218,310,227
取 引 益 226,934,381
取 引 損 △8,624,154

(Ｄ) 信 託 報 酬 等 △138,331,653
(Ｅ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 1,361,044,942
(Ｆ) 前 期 繰 越 損 益 金 2,374,322,185
(Ｇ) 追 加 信 託 差 損 益 金 294,316,799

(配 当 等 相 当 額) (148,546,819)
(売 買 損 益 相 当 額) (145,769,980)

(Ｈ) 合 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 4,029,683,926
(Ｉ) 収 益 分 配 金 △779,012,865

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ＋Ｉ) 3,250,671,061
追 加 信 託 差 損 益 金 294,316,799
(配 当 等 相 当 額) (148,546,819)
(売 買 損 益 相 当 額) (145,769,980)
分 配 準 備 積 立 金 2,956,354,262

（注１）(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は期末の
評価換えによるものを含みます。

（注２）(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて
表示しています。

（注３）(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加
設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注４）分配金の計算過程
項 目 当 期

(ａ) 経 費控除後の配当等収益 59,096,348円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 752,082,406
(ｃ) 収 益 調 整 金 294,316,799
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 2,924,188,373
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 4,029,683,926
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 8,793.77
(ｇ) 分 配 金 779,012,865
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 1,700

■投資信託財産の構成� 2023年９月19日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 7,038,234 81.0
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 1,650,257 19.0
投 資 信 託 財 産 総 額 8,688,492 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
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■分配金のお知らせ

１万口当たり分配金　　1,700円
※分配金を再投資する場合、分配金は税引後自動的に無手数料で再投資されます。

分配金の課税上の取扱いについて
・追加型株式投資信託の分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱
いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分
配金の全額が普通分配金となります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払
戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が普
通分配金となります。

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における受益者毎の
個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の受益者毎
の個別元本となります。
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